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第1章  自然再生事業の実施者と協議会 

 

 1-1  実施者の名称 

本事業の実施者は農林水産省林野庁北海道森林管理局であり、本計画は上サロベツ地域にお

ける砂丘林帯湖沼群の水位低下対策、砂丘林の修復及び保全を行うためにとりまとめたもので

ある。 

 

 1-2  実施者が属する協議会 

実施者が属する協議会は、上サロベツ自然再生協議会（図 1.1）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1 上サロベツ自然再生協議会組織図（平成 24 年 3 月現在） 
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◇関係行政機関（6機関） 

 環境省：北海道地方環境事務所 

 国土交通省北海道開発局：稚内開発建設部・留萌開発建設部 

 農林水産省林野庁：北海道森林管理局 
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 豊富町 
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 北宗谷農業協同組合、北るもい漁業協同組合、豊富町観光協会、豊富町商工会、 

 豊富町農業委員会 

上サロベツ自然再生協議会（46 個人・団体） 
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第2章  自然再生の意義と取り組みの考え方 

 

 2-1  自然環境の保全上の意義 

  2-1-1  砂丘林と湖沼群の保全の必要性 

稚咲内砂丘林は、低地における日本最大の高層湿原として著名なサロベツ湿原と日本海の間

の砂丘列上に成立している長さ約 26km、幅約 3km の森林帯であり、その大部分は国有林となっ

ている。砂丘列間には大小様々な 100 個以上の湖沼が存在し、稚咲内砂丘林には独特な森林・

湖沼生態系が形成されている。これらのことから、稚咲内砂丘林の国有林部分は、利尻礼文サ

ロベツ国立公園、防風保安林、国指定サロベツ鳥獣保護区及び北海道指定天然記念物に指定さ

れている。また、北海道森林管理局では、稚咲内海岸砂丘林植物群落保護林に指定している。 

上サロベツ地域は、湿原、砂丘林帯湖沼群、農業、観光が共生する地域であり、自然環境の

保全と地域の持続的な発展のためにも、砂丘林帯湖沼群の保全・再生が望まれている。 

 

  2-1-2  砂丘林と湖沼群の課題 

現状の砂丘林及び湖沼群は、過去の多様な人間活動により、海側に面した砂丘林の一部が改

変を受けている。このような箇所に隣接する湖沼群では、水位低下（開放水面面積の減少）が

懸念されている。また、海側に面した砂丘林の一部が消失した背後の砂丘林では、海風が直接

森林に当たることにより、トドマツの立枯れの発生がみられている。 

 

 2-2  全体構想における本事業の取り組みの位置付け 

上サロベツ自然再生全体構想では、高層湿原、ペンケ沼、泥炭採掘跡地、砂丘林帯湖沼群の

4 区域において、自然再生目標を定めている。これらの目標を達成するための取り組みとして

は、上サロベツ湿原の乾燥化対策、湖沼への土砂流入と河川水質対策、泥炭採掘跡地等の再生、

砂丘林帯湖沼群の水位低下対策、地域の自然・資源の活用及び情報発信が掲げられている。 

本事業は、砂丘林及び湖沼群を対象とし、湖沼群の水位低下の抑制、砂丘林の修復及び保全、

市民参加と環境学習の推進を行うものである。これらは、上サロベツ自然再生全体構想におけ

る目標を達成するための取り組みのうち、砂丘林帯湖沼群の水位低下対策、地域の自然・資源

の活用及び情報発信に位置付けられる（図 2.1）。 
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図 2.1 全体構想における本事業の取り組みの位置付け 
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第3章  自然再生事業の実施計画 

 

 3-1  自然再生事業の対象区域の位置 

稚咲内砂丘林及び湖沼群では、海側に面した砂丘林の改変・消失に伴い湖沼水位の低下やト

ドマツの異常な立枯れ等が課題となっている。このため、本事業の対象区域は豊富町内の稚咲

内砂丘林（国有林内）とする（図 3.1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1 自然再生事業の対象区域 

自然再生事業の対象区域 

道道稚咲内 

豊富停車場線 
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 3-2  自然再生事業の対象区域の現状 

  3-2-1  土地利用の変遷 

本事業の対象区域内の道道稚咲内豊富停車場線周辺では、1947 年から 2005 年にかけて大き

く様子が変わっている。この間の土地利用の変遷をみると、1947 年以前にはほとんど人為によ

る影響はみられず、草原や砂丘林が広く分布しており、砂丘列間に湖沼が点在している（図 3.2

の左「1947 年の空中写真」）。対象区域周辺における本格的な入植は 1948 年の戦後開拓事業以

降とされており、入植当初の産業は半農半漁が主であった。1949 年には海側広葉樹林帯を町で

買い上げ、防風林として保存している。1955 年頃から国の貸し付け牛を導入することにより､

主畜農業への転換が図られ、1956 年から 1960 年まで農地の客土事業が進められた。1960 年代

に入ると農業基本法の離農対策事業により離農する農家が増え、草地の一戸あたりの規模が拡

大した。またこの頃から稚咲内地区の農家は小家畜・漁業をやめて酪農を専業とするようにな

った(川鍋・高橋，2003)。1947 年と 2005 年の空中写真（図 3.2）を比べると、海側の草原や

砂丘林であったところは大半が農地（牧草地）や宅地となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2 土地利用の変遷 

道道稚咲内豊富停車場線 
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対象区域全体をみると、道道稚咲内豊富停車場線以北と以南では土地利用の変遷に違いがみ

られ、道道以北では海側に面した砂丘林の海側のみが農地等になっているが、道道以南では海

側に面した砂丘林の内陸側も農地等になっている（図 3.3）。 

サロベツ湿原と日本海の間の砂丘列は、内陸側から順に第Ⅰ砂丘帯、第ⅡA 砂丘帯、第ⅡB

砂丘帯、第Ⅲ砂丘帯に区分され、また、第Ⅲ砂丘帯には樹木はない（阪口，1974）となってい

る。 

このことから、本事業においては、海側に面した砂丘林を第ⅡB 砂丘帯上にある森林である

ことから、「第ⅡB砂丘林帯」とし、その内陸側にある第ⅡA砂丘帯上の砂丘林を「第ⅡA砂

丘林帯」、その内陸側にある第Ⅰ砂丘帯上の砂丘林を「第Ⅰ砂丘林帯」と称することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

図 3.3 砂丘林帯と湖沼群の配列模式図 
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第ⅡA砂丘林帯 



 

 7

  3-2-2  自然の状況 

    1)  湖沼 

    (1) 湖沼の開放水面面積 

1947 年と 2005 年に撮影された空中写真を用いて、対象区域及びその近傍に分布する湖沼の

開放水面面積を比較すると、開放水面面積の減少率が高い湖沼は、道道稚咲内豊富停車場線周

辺及び以南に多くみられた。また、これらの湖沼は、第ⅡB 砂丘林帯が市街地や農地になった

箇所に隣接していることが多かった（図 3.4）。 

これらのことから、第ⅡB 砂丘林帯の消失が湖沼群の開放水面面積の減少に何らかの影響を

与えているものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4 湖沼の開放水面面積減少率の状況（1947 年と 2005 年の空中写真の比較による） 

  なお、図の中の湖沼番号（＃）がついた湖沼は、次ページ以降の湖沼水位等を調査した 

湖沼の位置である。(調査地として選定した理由は、資料編の第 4章参照) 
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    (2) 湖沼水位 

対象区域内の湖沼の水位は、3 月上旬の融雪期から 4 月中・下旬にかけて急激な上昇がみら

れた。また、積雪期以外（5～11 月）の水位は、湖沼によって差はあるものの、断続的な水位

低下とまとまった降水時の水位上昇が繰り返される傾向がみられた（図 3.5）。 

対象区域内の湖沼群に流入・流出する河川はほとんどないことから、湖沼は降水（積雪融水

や雨水）により涵養されているものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.5 湖沼水位及び降水の状況（各グラフは、左上が＃67、右上が＃112、左下が＃119 の各湖

沼の相対水位、右下が稚内地方気象台豊富観測所（アメダス）の降水量を表す。観測期間は 2008

年 8月 1 日から 2009 年 8月 28 日。）なお、図中の融雪の表示は、日平均気温が-3℃以上で融雪が

観測される（石井，1959）ことから、稚内地方気象台豊富観測所（アメダス）の日平均気温で-3℃

を上回る時期に表示している。 
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    (3) 降水量 

稚内地方気象台豊富観測所（アメダス）の降水量を用い、1981 年から 2010 年までの 30 年間

の年間降水量の 5年移動平均をみると、周期的な増減はあるものの、著しい変化はみられてい

ない。しかしながら、同 30 年間の積雪期降水量の 5年移動平均をみると、積雪期降水量はやや

減少傾向がみられた（図 3.6）。積雪期降水量が減少すると、積雪融水量が減少することとなる

ため、融雪期の湖沼水位の上昇に影響を及ぼすものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.6 豊富観測所（アメダス）による年間降水量及び積雪期降水量の 5年移動平均（上図は

年間降水量の 5年移動平均の推移を表し、表示年値は前後 2年を含む 5年平均値を表す。下図

は積雪期(12 月～4月)の 5年移動平均の推移を表し、表示年値は前後 2年を含む前年 12 月～当

年 4月までの降水量の 5年平均値を表す。） 
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    (4) 積雪深 

第ⅡB 砂丘林帯が残存する湖沼と第ⅡB 砂丘林帯の一部が消失している湖沼の周辺において、

積雪深を観測したところ（図 3.7）、第ⅡB 砂丘林帯が残存する湖沼＃51 では、第ⅡB 砂丘林

帯の前後に吹き溜まりと考えられる積雪深の増加がみられた。また、湖沼上の積雪深は、農地

の積雪深より深い傾向がみられた。第ⅡB 砂丘林帯の一部が消失している湖沼＃112 では、農

地と湖沼の間に高さ 3m 程度の丘と樹高 3m程度のミズナラ林があり、これらの箇所に吹き溜ま

りと考えられる積雪深の増加がみられた。また、湖沼上の積雪深は農地の積雪深より深く、か

つ豊富観測所（アメダス）の積雪深を上回っていた。一方、第ⅡB 砂丘林帯の一部が消失し、

農地と湖沼の間に丘や樹林のない湖沼＃119 では、吹き溜まり箇所は確認されず、湖沼上の積

雪深は農地の積雪深と同程度であり、かつ豊富観測所（アメダス）の積雪深を下回っていた。 

これらのことから、湖沼の海側に第ⅡB 砂丘林帯や小規模な丘や樹林が存在することで、湖

沼上の積雪深は増加するものと考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.7 砂丘林内の 3湖沼（＃51、＃112、＃119）周辺における 2008 年 1月及び 2月の積雪深（上

図は湖沼＃51、中図は湖沼＃112、下図は湖沼＃119 周辺における積雪深を表す。湖沼＃112 では、

破線部分に高さ 3m程度の丘と樹高 3m 程度のミズナラ林がみられる。） 
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第ⅡA 砂丘林帯 

第ⅡA 砂丘林帯 



 

 11

    (5) 水質 

対象区域の湖沼の水質には年次変動がみられ、窒素の濃度では年次により約 2～14 倍、燐の

濃度では約 5～18 倍の変動がみられた（表 3.1）。また、水質の主要イオン成分は、いずれの湖

沼においても海水に近い水質組成を示していた（図 3.8）。 

 

表 3.1 湖沼の栄養塩濃度 

   湖沼 

栄養塩 

濃度 
＃60 ＃67 ＃112 ＃119 

全窒素 

（mg/l） 

0.47～1.04 

（0.65） 

0.62～3.97 

（1.7） 

0.56～7.81 

（4.2） 

1.28～14.9 

（7.7） 

全燐 

（mg/l） 

0.022～0.10 

（0.055） 

0.035～0.38 

（0.15） 

0.194～1.19 

（0.69） 

0.051～0.92 

（0.43） 

注）（ ）内は、2007 年～2010 年における調査の平均値である。 

 

 

 

図 3.8 湖沼の水質キーダイアグラム（2007 年～2010 年における湖沼＃60、＃67、＃112、＃119

の主要イオン成分から作成したキーダイアグラム） 

 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅴ 
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    2)  砂丘林 

対象区域内の砂丘林の植生は、最も海側の砂丘列から順番にミズナラを主体とした落葉広葉

樹林、トドマツを主体とした常緑針葉樹林、トドマツ、エゾマツ、ミズナラ、イタヤカエデ等

が混生する針広混交林と変化していく（図 3.9）。また、これらの砂丘林にはエゾクロテン、オ

ジロワシ、オオタカ等の希少な動物が生息している。さらに、砂丘列間には大小様々な湖沼や

湿地が点在し、これらの湖沼や湿地には、ネムロコウホネ、タヌキモ、マツモ、エゾナミキソ

ウ等の希少な植物もみられる。このように、対象区域内の砂丘林は様々な樹林、湖沼、湿地等

が複雑に絡み合い、希少な動植物も多数生息・生育する貴重な生態系を構成している。 

しかしながら、対象区域内の砂丘林の一部には、上層木のトドマツの立枯れが多数発生して

林冠が疎開し、林床にトドマツの稚樹がほとんどみられず、ササ類等に覆われている箇所（以

下、「トドマツの異常な立枯れ箇所」という。）がみられる（図 3.10）。このような場所は、海

側の砂丘林の一部が開削されたり、林の高さが低かったりし、海風が直接あたる箇所であった。

また、高橋（2001）は海側の砂丘に開口部ができたことにより、海風の影響が背後の砂丘トド

マツ林まで到達するようになり、その累積的影響がトドマツの枯死を助長し、稚咲内トドマツ

海岸林の枯死・更新パターンを変えた可能性を指摘している。 

これらのことから、トドマツの異常な立枯れの要因は、海側の砂丘林の消失や高さが低いこ

とに伴う海風の影響によるものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.9 砂丘林帯の植生の状況 

 

ミズナラを主体とした

落葉広葉樹林。 

最も海側の樹林は海風

により矮化している。 

トドマツを主体とした常緑針

葉樹林やトドマツ、エゾマツ、

ミズナラ、イタヤカエデ等が混

生する針広混交林。 砂丘列間には、湖沼

や湿地が点在。 

第ⅡB砂丘林帯 第ⅡA砂丘林帯 
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図 3.10 トドマツの異常な立枯れ箇所 

トドマツの異常な立枯れ箇所 No.2 

トドマツの異常な立枯れ箇所 No.1 

海側の砂丘林 

道道稚咲内豊富停車場線 

道路により

砂丘林の一

部が開削さ

れている。 

道道稚咲内豊富停車場線 

海側の砂丘林。 

林の高さは低い。 
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 3-3  自然再生事業の目標 

自然再生事業の対象区域の現状から、砂丘林及び湖沼群における自然環境上の課題としては、

「①湖沼群の水位低下（開放水面面積減少）」、「②砂丘林内のトドマツの異常な立枯れ箇所の発

生」が挙げられる。 

課題①の原因は、「降水量の減少」及び「第ⅡB砂丘林帯の消失による積雪深の低下」が考え

られた。このうち、「降水量の減少」については、豊富観測所のアメダスデータにより、積雪期

降水量の減少傾向がみられたが、これはより広域の気候変動とも関連するため、本事業におけ

る局所的な対策は困難である。一方、「第ⅡB砂丘林帯の消失による積雪深の低下」については、

湖沼の海側に小規模な丘や樹林が存在することで、湖沼上の積雪深が増加するものと考えられ、

第ⅡB 砂丘林帯を復元することにより湖沼の積雪深が増加し、涵養量が増加して水位低下が抑

制されることが期待される。なお、これらの原因のほか、「土地利用の変化による湖沼周辺の地

下水位の低下」も考えられるが、現段階ではその機構が明らかとなっていないため、今後も継

続的に現状を把握していく必要がある。 

課題②の原因は、「第ⅡB砂丘林帯の消失による海風の影響」が推定された。第ⅡB砂丘林帯

の一部が消失し、背後の砂丘林帯に直接海風があたることでトドマツの異常な立枯れが多数発

生している箇所では、トドマツの立枯れ範囲の拡大や陸域を生息・生育基盤としている動植物

への影響が懸念される。 

以上の砂丘林及び湖沼群における自然環境上の課題と推定された原因を考慮し、本事業にお

ける具体的な目標は以下の 2点とする。 

 

 

 

 

【自然再生の目標】 

 （1） 砂丘林帯湖沼群の水位低下を抑制する。 

  （2） 砂丘林を修復及び保全する。 
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 3-4  自然再生事業の手法 

本事業では、「目標（1） 砂丘林帯湖沼群の水位低下を抑制する」を達成するため、第ⅡB砂

丘林帯の一部が消失している湖沼において、第ⅡB 砂丘林帯の主な構成樹種であるミズナラ等

の落葉広葉樹を植栽して第ⅡB 砂丘林帯を復元する（図 3.11）。また、植栽の実施が困難な箇

所については、植栽の代替措置として、堆雪柵の設置を行う（図 3.12）。 

なお、第ⅡB 砂丘林帯の一部が消失して農地に隣接している湖沼＃119 の海側に、模擬的な

第ⅡB砂丘林帯として堆雪柵（高さ 2.7ｍ、延長 42ｍ）を試験的に設置したところ、柵の湖沼

側で風速減衰が確認されるとともに、湖沼周辺における積雪深が深くなる傾向がみられた（図 

3.13）。また、2010 年 2月 14 日に計測された積雪密度 0.28g/㎤を基に、湖沼＃119 周辺で同年

2 月に観測された積雪深を水位に換算すると、堆雪柵の湖沼側では海側より約 5.8cm の水が多

く溜まっているものと推測された。これらのことから、植栽による第ⅡB 砂丘林帯の復元や堆

雪柵の設置により、防風・雪溜め効果が発現し、湖沼周辺における積雪深が深くなり、涵養量

が増加して水位低下を抑制することが期待される。 

また、「目標（2） 砂丘林を修復及び保全する」を達成するため、トドマツの異常な立枯れ箇

所において、トドマツを植栽して砂丘林を修復する（図 3.14）。なお、トドマツの植栽を行う

箇所の海側には、第ⅡB 砂丘林帯の主な構成樹種であるミズナラ等の落葉広葉樹の植栽も合わ

せて実施し、植栽するトドマツに直接海風があたらないようにしてトドマツの立枯れを防止す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.11 水位低下の抑制のための植栽 

第ⅡB 砂丘林帯の一部

が消失し、湖沼が農地

等に隣接している。 

第ⅡB 砂丘林帯を復元

するため、植栽を行う。 

第ⅡB 砂丘林帯の復

元により、湖沼周辺の

積雪深が深くなって

涵養量が増加する。 

第ⅡB砂丘 

林帯 

第ⅡA 砂丘 

林帯 

第ⅡB 砂丘 

林帯 

第ⅡA 砂丘 

林帯 

第ⅡB 砂丘 

林帯 

第ⅡA 砂丘 

林帯 
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図 3.12 水位低下の抑制のための堆雪柵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.13 堆雪柵を試験的に設置した湖沼における風向風速及び積雪深（上図は、湖沼＃119 にお

ける堆雪柵設置後 1ヶ月間の日最大瞬間風速及び風向を表し、湖沼側で 1～2m/s の減衰がみられ

た。下図は、湖沼＃119 における堆雪柵設置後の 2010 年 1月及び 2月の積雪深を表す。） 
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図 3.14 砂丘林の修復及び保全のための植栽 

砂丘林にトドマツの

異常な立枯れが発生

している。 

内陸側にトドマツ、海側

にミズナラ等の落葉広

葉樹を植栽する。 

トドマツの異常な立

枯れの拡大が防止さ

れ、砂丘林が修復及

び保全される。 

第ⅡB砂丘 

林帯 

第ⅡA 砂丘 

林帯 

第ⅡB 砂丘 

林帯 

第ⅡA 砂丘 

林帯 

第ⅡB 砂丘 

林帯 
第ⅡA 砂丘 
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○ 水位低下の抑制を行う湖沼 

○ 砂丘林の修復及び保全を行う箇所 

1 

2 

 3-5  自然再生事業計画 

  3-5-1  実施区域 

本事業の具体的な実施区域は、水位低下の抑制を行う湖沼として、第ⅡB 砂丘林帯の一部が

消失して農地に隣接し、開放水面面積の減少が比較的大きな国有林内の 3湖沼（＃112、＃116、

＃119）とする。また、砂丘林の修復及び保全を行う箇所として、国有林内の砂丘林でトドマツ

の異常な立枯れの発生が確認されている 2箇所（No.1 及び No.2）とする（図 3.15）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.15 実施区域 

 

#112 

#119 

自然再生事業の対象区域 

道道稚咲内豊富停車場線 

#116 
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    1)  水位低下の抑制 

水位低下の抑制を行う湖沼＃112 及び＃116 では、第ⅡB砂丘林帯の一部を植栽により復元す

る（図 3.16）。但し、植栽箇所の中には、湿地等の植栽に適さない箇所が存在する可能性もあ

るため、植栽実施前に現地の現況調査や測量調査に基づく具体的な植栽設計を行い、必要に応

じて植栽箇所の盛土造成等の工夫を加える。 

また、湖沼＃112 及び＃116 の一部と＃119 については、湖沼より海側の国有林が狭く植栽が

困難なため、植栽による防風・雪溜め効果の代替措置として、堆雪柵を設置する（図 3.16～17）。

必要に応じて堆雪柵設置の工法について工夫を加える。なお、湖沼＃112 の一部と＃119 には既

に試験的な堆雪柵が設置され、湖沼周辺における積雪深の増加がみられていることから、本柵

の設置を継続することとする。但し、湖沼＃112 では本柵と植栽箇所の一部が重複することか

ら、植栽木が成長し、雪溜め効果が発現した段階で本柵は撤去する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保全方法 
植栽 

堆雪柵の設置 

対象樹種 
第ⅡB 砂丘林帯の主な構成樹種であるミズナラ、イタヤカエ

デ等 

植栽面積 
湖沼～国有林境界間の草地で植栽が可能と考えられる約5000

㎡（延長約 250ｍ、幅約 20ｍ） 

植栽本数 
約 4000 本/ha（北海道森林管理局「森林施業の手引き」(2006)

の広葉樹の植栽基準本数 4000 本/ha を参考とした。） 

堆雪柵規模 

湖沼と国有林境界が狭く、植栽が困難な箇所と考えられる延

長約 242ｍ（既設の堆雪柵の延長は 42ｍ） 

湖沼＃112 の既存のミズナラ林の高さが約 3ｍであることか

ら、堆雪柵の高さは既設の堆雪柵の高さと同じ 2.7ｍ 

図 3.16 植栽及び堆雪柵設置の方法（湖沼＃112 及び＃116） 

堆雪柵 

（延長約 200ｍ） 

湖沼 

#112 

国有林境界 

既存のミズナラ林 

植栽及び堆雪柵の設置 

植栽箇所 

（面積約 2400 ㎡） 

植栽箇所 

（面積約 2600 ㎡） 

堆雪柵（既設） 

（延長 42ｍ） 

湖沼 

#116 

第ⅡB砂丘林帯 第ⅡA 砂丘林帯 
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保全方法 堆雪柵の設置 

堆雪柵規模 

湖沼と国有林境界が狭く、植栽が困難な箇所と考えられる延

長約 42ｍ（既設の堆雪柵の延長は 42ｍ） 

湖沼＃112 の既存のミズナラ林の高さが約 3ｍであることか

ら、堆雪柵の高さは既設の堆雪柵の高さと同じ 2.7ｍ 

 

図 3.17 堆雪柵設置の方法（湖沼＃119） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.18 堆雪柵の設置例 

堆雪柵（既設） 

（延長約 42ｍ） 

湖沼 

#119 

国有林境界 

第ⅡB砂丘林帯 第ⅡA 砂丘林帯 

堆雪柵 
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    2)  砂丘林の修復及び保全 

砂丘林の修復及び保全を行うトドマツの異常な立枯れ箇所 No.1 及び No.2 では、トドマツを

植栽して砂丘林を修復する（図 3.19～20）。また、トドマツの植栽を行う箇所の海側には、第

ⅡB 砂丘林帯の主な構成樹種であるミズナラやイタヤカエデ等の落葉広葉樹の植栽も合わせて

実施し、植栽するトドマツに直接海風があたらないようにしてトドマツの立枯れを防止する。

なお、これらの植栽木が成長するまでの間、植栽木を海風から保護するため、必要に応じて植

栽木用の防風柵の設置も検討する（図 3.21）。 

但し、トドマツの異常な立枯れ箇所内にはトドマツの他、ミズナラやイタヤカエデ等の落葉

広葉樹が部分的に生育している場合がある。また、トドマツ等の枯死木も昆虫類の生息場やキ

ツツキ類の餌場等の生態系の一部として重要な役割を担っている可能性がある。このため、こ

れらの自生樹種や枯死木も可能な限り保全しながら、各種の苗木を植栽することとする。但し、

倒木の可能性のある枯死木については、植栽実施時の安全を考慮して事前に伐倒処理を行うこ

ととする。 

なお、トドマツの異常な立枯れ箇所では、林床がササ類等で覆われており、そのままでは植

栽が困難であったり、植栽木への被圧が発生する可能性がある。したがって、植栽実施時には

必要に応じて林床植物や根茎の除去を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保全方法 植栽 

対象樹種 

内陸側：異常な立枯れがみられているトドマツ 

海側：第ⅡB 砂丘林帯の主な構成樹種であるミズナラ、イタ

ヤカエデ等 

植栽面積 トドマツの異常な立枯れがみられている約 480 ㎡ 

植栽本数 

トドマツ約 3000 本/ha、ミズナラ、イタヤカエデ等約 4000 本

/ha（北海道森林管理局「森林施業の手引き」(2006)のトドマ

ツの植栽基準本数3000本/ha及び広葉樹の植栽基準本数4000

本/ha を参考とした。） 

 

図 3.19 トドマツ等の植栽の方法（立枯れ箇所 No.1） 

トドマツの異常な

立枯れ箇所 

（面積約 480 ㎡） 

国有林境界 
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保全方法 植栽 

対象樹種 

内陸側：異常な立枯れがみられているトドマツ 

海側：第ⅡB 砂丘林帯の主な構成樹種であるミズナラ、イタ

ヤカエデ等 

植栽面積 トドマツの異常な立枯れがみられている約 810 ㎡ 

植栽本数 

トドマツ約 3000 本/ha、ミズナラ、イタヤカエデ等約 4000 本

/ha（北海道森林管理局「森林施業の手引き」(2006)のトドマ

ツの植栽基準本数3000本/ha及び広葉樹の植栽基準本数4000

本/ha を参考とした。） 

 

図 3.20 トドマツ等の植栽の方法（立枯れ箇所 No.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.21 植栽木用の防風柵の設置例 

 

 

トドマツの異常な

立枯れ箇所 

（面積約 810 ㎡） 

国有林境界 

植栽木用の防風柵 

(ハードルフェンス) 

植栽木 
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  3-5-2  年次計画 

本事業の年次計画は、表 3.2 に示すとおりである。 

平成 24 年度には植栽箇所及び堆雪柵設置箇所の現況調査や測量調査を実施し、具体的な施工

計画（植栽設計及び堆雪柵設計等）を立案する。また、同時に植栽に用いる苗木の確保を開始

するとともに、施工計画及び苗木の確保が整う平成 24年の秋季頃から、順次、植栽及び堆雪柵

の設置を開始する。 

 

表 3.2 年次計画 

年 度 

項 目 
H24 H25 H26 H27 H28 

詳細調査の実施 

施工計画の立案 

          

          

苗木の確保 
           

           

植栽の実施 
          

          

堆雪柵の設置 
          

          

 

  3-5-3  苗木の選定 

植栽に用いる苗木は、稚咲内に自生している郷土種の種子から育てられた苗や山どり苗の確

保を基本とする。苗木の樹種は、砂丘林の樹種組成を勘案し、常緑針葉樹ではトドマツ、落葉

広葉樹ではミズナラやイタヤカエデを中心として選定する。 

但し、苗木の確保に不足が生じる場合には、稚咲内周辺に自生している郷土種の種子から育

てられた苗や山どり苗も可能とする。また、稚咲内及び稚咲内周辺に自生している郷土種の種

子の採取を行い、植栽箇所への播種を検討する。トドマツの異常な立枯れ箇所においては、必

要に応じて隣接する樹林での母樹調査を行い、母樹からの種子分散が期待できる場合は、地表

処理（地がき）による天然更新も検討する。 

 

  3-5-4  実施にあたっての留意点 

    1)  事業実施後の確認調査 

植栽の実施後には、植栽木の活着状況や成長状況について確認調査を実施し、活着不良が著

しい場合には補植の実施、成長不良の場合には土壌改良等の対策を検討する必要がある。また、

ササ類等の林床植物が繁茂し、植栽木の成長を阻害するおそれがある場合は、下草刈り等の保

育管理を実施する。 

 

    2)  エゾシカの食害対策 

対象区域の砂丘林では、近年、エゾシカによる食害が確認され始めている。モニタリング等

によりエゾシカによる食害が顕著となった場合には、植栽箇所の周囲に防鹿柵の設置等を検討

する必要がある。 
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 3-6  モニタリングと評価 

本事業の実施に伴うモニタリングは、「第ⅡB砂丘林帯の復元状況」、「第ⅡB砂丘林帯の復元に

伴う湖沼水位の変化」、「トドマツの異常な立枯れ箇所の修復状況」を評価の対象として実施する

ものとし、各モニタリング調査は事業の実施中～実施後に渡って継続的に実施する（表 3.2）。各

モニタリング調査の実施中に本事業の効果が認められなかった場合や新たな課題が発生した場合

は、その原因を検討し、必要に応じて本事業における自然再生の手法や施工計画等の見直しを行

うものとする（図 3.22）。 

 

表 3.2 モニタリング調査の内容 

評価の対象 評価の内容 調査項目 調査箇所 調査頻度等 

第ⅡB 砂丘林帯

の復元状況 
植栽木の生育状況 活着状況、樹高等 

湖沼#112 

(植栽箇所) 

植栽 5年後まで毎年 1回、

以後5年程度に1回の間隔 

第ⅡB 砂丘林帯

の復元に伴う湖

沼水位の変化 

湖沼水位の変化 湖沼水位 湖沼#112、＃119 

植栽または堆雪柵設置後

10 年程度、自記記録計によ

り計測を継続 

積雪深の変化 積雪深 湖沼#112、＃119 

植栽箇所：植栽後 5年程度

の間隔で積雪期に 1回 

堆雪柵設置箇所：設置後最

初の積雪期 1回 

トドマツの異常

な立枯れ箇所の

修復状況 

植栽木の生育状況 活着状況、樹高等 
トドマツの異常

な 立 枯 れ 箇 所

No.1 及び No.2 

(植栽箇所) 

植栽 5年後まで毎年 1回、

以後5年程度に1回の間隔 

植栽木と既存樹木

との共存状況 

出現樹種、被度、

樹高等 

植栽後5年程度に1回の間

隔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.22 モニタリングと評価のスケジュール 

事
業
実
施
前 

事
業
実
施
中
～
実
施
後 

実施区域の現状調査及び測量調査等 

施工計画（植栽設計及び堆雪柵設計等）立案 

・苗木の確保 

効果の検証・評価 

・各年のモニタリング調査 

効果が認められない、 

新たな課題の発生等 

施工開始 自然再生の手法や施工計画の見直し 
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第4章  その他自然再生事業の実施に関して必要な事項 

 

 4-1  国有林の管理経営計画での取り扱い 

本事業の対象区域は全て林野庁所管の国有林であり、本計画については、北海道森林管理局

が作成する宗谷森林計画区における地域別の森林計画書及び地域管理経営計画書の中に位置づ

けられている。 

 

 4-2  実施計画の変更 

本事業の実施者は、本計画に従って事業を実施していくが、事業の実績及びモニタリング調

査の結果、並びに下記「4-3 継続的に現状を把握する事項」に基づき、対策の必要に応じて実

施計画の見直しを行う。 

 

 4-3  継続的に現状を把握する事項 

砂丘林帯湖沼群や上サロベツ湿原において、現状では自然環境の保全上大きな問題となって

いないものの、将来問題となる懸念がある以下の事項については、今後も継続的に現状の把握

を行う。 

1. 砂丘林帯湖沼水位の低下（開放水面面積の減少）及び水質・水生生物の変化 

本事業において水位低下の抑制を行う湖沼＃112 及び 119 を含め、対象区域の他の湖沼に

おいても湖沼水位の調査を行うとともに、定期的に空中写真による開放水面面積の解析を継

続する。 

また、湖沼水位と土地利用の変化による湖沼周辺の地下水位との関連については明確にな

っておらず、対策の必要性を検討するための基礎資料を得ることを目的として、地下水位の

調査を行う。さらに、湖沼の水質に著しい変化が生じていないかを把握するために水質調査

を継続するとともに、水生生物（植物、動物、昆虫）を調査し、水位低下及び水質の変化と

の関係を把握する。 

2. トドマツの異常な立枯れの発生状況 

本事業において砂丘林の修復及び保全を行うトドマツの異常な立枯れ箇所 No.1 及び No.2

以外の対象区域の砂丘林において、トドマツの異常な立枯れの発生状況について確認を継続

する。 

3. 外来生物の侵入状況 

対象区域の砂丘林や湖沼周辺では、アライグマやアメリカオニアザミ等の外来生物の侵入

が確認されている。これらの外来生物の侵入・拡大は、在来生物との生存競争を引き起こし、

在来生物の生息・生育に影響を及ぼす可能性があることから、外来生物の侵入状況について

確認を継続する。 

4. エゾシカの食害の発生状況 

対象区域の砂丘林では、近年、エゾシカによる樹木や林床植物の食害が確認され始めてい

ることから、エゾシカの食害が樹木や林床植物に与える影響について確認を継続する。 

5. 幌延町の砂丘林帯湖沼群の状況 

幌延町の砂丘林帯湖沼群は本事業の対象区域外であるが、稚咲内砂丘林は幌延町にも連続

して分布していることから、幌延町の砂丘林帯湖沼群においても参考として上記の 1～4の確
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認を継続する。 

 

 4-4  自然再生事業への市民参加と環境学習 

本事業の実施区域や対象区域全体を市民の環境学習の場として提供・活用していくことは、

たいへん有意義である。したがって、本事業の実施に伴う各種作業・調査において市民参加が

可能なものについては、なるべく市民参加の下で実施するように努めるものとする。市民参加

が可能な作業・調査としては、表 4.1に示すとおり、苗木の植栽、植栽後の生育状況調査等が

考えられる。また、対象区域内には特徴的な森林・湖沼生態系が形成されていることから、砂

丘林や湖沼群の成り立ちや人との関わり、そこに生息・生育する動植物の現状等を学習する環

境教育プログラムを整備し、砂丘林帯湖沼群の保全に関する理解を促進するように努める。な

お、具体的な環境教育プログラムの題目としては、表 4.2に示す題目が考えられる。 

 

表 4.1 市民参加が可能な作業・調査例 

作業・調査例 内容の概要 

苗木の植栽  地形が比較的平坦な植栽箇所において、スコップ等を用いて植え穴を

掘り、苗木を植栽する。 

植栽後の生育状況調査  地形が比較的平坦な植栽箇所において、植栽木の樹種、活着状況（生

育・枯死）、樹高等を記録する。 

 

表 4.2 環境教育プログラムの題目例 

題目例 内容の概要 

砂丘林と湖沼の成

り立ち 

砂丘林と湖沼の成り立ちと特徴を知ることで、砂丘林と湖沼がどのような自

然なのか、どのような役割を果たしているかを知る。海岸から砂丘林内や湖沼

周辺を歩き、地形の変化や風の状況の変化を体験したり、様々な生物を観察し

たりすることにより、砂丘林と湖沼の分布状況や機能、そこに暮らす生物など

を知り、砂丘林と湖沼の自然環境への理解をより深める。 

砂丘林や湖沼と人

との関わり 

これまでの歴史の中で、砂丘林や湖沼とそこに暮らす人々がどう関わってき

たかを知り、これからの関わり方を考えるきっかけを与える。かつて、自然と

関わっていた人々の営みが残っている場所やその跡地、現在も関わっている営

みなどを見たり聞いたりする。そして、今後の砂丘林と湖沼の自然環境との関

わり方を考える機会にする。 

砂丘林の植物 海岸から内陸にかけての砂丘林の変遷を観察する。海岸に近い箇所では矮化

したミズナラ林であるが、砂丘列を内陸に進むにつれてトドマツ天然林がみら

れるようになり、さらに内陸では安定した針広混交林が広がる様子などをみせ

る。また、砂丘林の天然更新の状況についても説明し、砂丘林が将来にわたっ

て存続していくというイメージを膨らませる。 

砂丘林の動物 砂丘林では、エゾシカ、キツネ、タヌキ等の痕跡を観察することができる。

また、砂丘林や湖沼に生息する鳥類を対象としたバードウォッチングなども考

えられる。これらの観察を通して、砂丘林や湖沼の保全について考える機会に

する。 
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 4-5  地域の多様な主体との連携 

本事業の実施に際しては、計画、実施状況、継続的に現状を把握する事項等について、上サ

ロベツ自然再生協議会等の関係機関、NPO、周辺住民等との情報共有を積極的に行うとともに、

これらの地域の多様な主体と連携を図りながら、本事業がより効果的なものとなるように努め

る。 

 

 4-6  自然再生事業の情報公開 

本事業の実施状況やモニタリング調査の結果等については、自然再生協議会ホームページ、

森林管理局ホームページ等により、情報の公開を行う。 
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第1章  気象 

 1-1  降水量の状況 

稚咲内砂丘林に最も近い稚内地方気象台豊富観測所（アメダス）における 1981 年～2010 年

の年間降水量及び積雪期(12 月～4月)降水量は、図 1.1及び表 1.1に示すとおりである。 
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図 1.1 豊富観測所(アメダス)による降水量の変化状況 

 

表 1.1 豊富観測所(アメダス)による降水量 

年 
年間降水量 

(mm) 

積雪期 

(12 月～4月)

降水量(mm) 

年 
年間降水量 

(mm) 

積雪期 

(12 月～4月)

降水量(mm) 

1981 1345 354 1996 1033 308 

1982 1022 349 1997 1151 351 

1983 959 339 1998 1171 387 

1984 933 252 1999 1476 365 

1985 1162 316 2000 1270 422 

1986 871 354 2001 1370 402 

1987 1003 319 2002 1180 363 

1988 1110 381 2003 849 299 

1989 1188 267 2004 1079 347 

1990 1190 399 2005 937 294 

1991 1071 483 2006 1163 310 

1992 1156 378 2007 766 224 

1993 892 335 2008 640.5 119 

1994 1008 381 2009 907.5 245.5 

1995 1105 349 2010 1167.5 300 
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第2章  湖沼 

 2-1  湖沼の分布状況 

2005 年に撮影された空中写真により、対象区域の国有林内及びその近傍で確認された開放水

面を有する湖沼は、図 2.1に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 稚咲内砂丘林（豊富町内）における湖沼の分布状況（2005 年）（図中の数字は、本編の

湖沼＃No.と対応する。） 
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 2-2  湖沼の開放水面面積の変化状況 

1947 年と 2005 年に撮影された空中写真を基に、対象区域の国有林内及びその近傍で確認さ

れた湖沼の開放水面面積を算出すると、表 2.1に示すとおりである。 

  

表 2.1(1) 湖沼の開放水面面積の変化状況 

2005 年 

湖沼＃No. 

開放水面面積(㎡) 開放水面面積

減少率 

(%) 

開放水面面積 

減少率順位 
1947 年 9 月,10 月 2005 年 7 月 

25 45362 44409 2.1 70 

26 148 320 減少なし - 

27 253 254 減少なし - 

28 401403 405620 減少なし - 

29 
4996 

510 
85.5 11 

30 214 

31 6865 6288 8.4 57 

32 14992 14401 3.9 65 

33 確認なし 16 - - 

34 確認なし 36 - - 

35 1406 1756 減少なし - 

36 851 920 減少なし - 

37 240 335 減少なし - 

38 2084 2476 減少なし - 

39 2235 2131 4.7 64 

40 4338 3885 10.4 52 

41 2500 1689 32.5 33 

42 4049 3669 9.4 54 

43 1469 1336 9.1 55 

44 11777 9989 15.2 48 

45 16806 17908 減少なし - 

46 1872 1589 15.1 49 

47 2356 2311 1.9 71 

48 2807 2012 28.3 38 

49 4675 4355 6.8 60 

50 1298 347 73.3 17 

51 121585 117534 3.3 66 

52 7397 6123 17.2 46 

53 6459 6708 減少なし - 

54 10307 10456 減少なし - 

55 1840 2243 減少なし - 

56 2462 3355 減少なし - 

57 確認なし 64 - - 

58 107 40 62.9 20 

59 7625 6387 16.2 47 

60 14162 13756 2.9 68 

61 11162 12671 減少なし - 

62 3397 4092 減少なし - 

63 
92630 

64 
0.6 77 

64 92049 
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表 2.1(2) 湖沼の開放水面面積の変化状況 

2005 年 

湖沼＃No. 

開放水面面積(㎡) 開放水面面積

減少率 

(%) 

開放水面面積 

減少率順位 
1947 年 9 月,10 月 2005 年 7 月 

65 16315 14988 8.1 59 

66 43279 38889 10.1 53 

67 
225491 

211576 
1.5 74 

84 10547 

68 1760 1121 36.3 31 

69 433 667 減少なし - 

70 3107 3084 0.7 76 

71 27357 27556 減少なし - 

72 73108 75822 減少なし - 

73 4084 3572 12.5 51 

74 1603 1275 20.5 43 

75 11793 12979 減少なし - 

76 1418 1374 3.1 67 

77 14346 15327 減少なし - 

78 2362 1858 21.3 40 

79 18470 18116 1.9 71 

80 4814 5544 減少なし - 

81 12927 12275 5.0 63 

82 4742 2844 40.0 26 

83 6172 4934 20.1 44 

85 

18499 

6712 

21.3 40 

86 45 

87 6962 

90 159 

91 674 

88 確認なし 10 - - 

89 確認なし 11 - - 

92 1170 711 39.2 28 

93 1234 1127 8.7 56 

94 104 95 8.2 58 

95 697 350 49.8 22 

96 2590 425 83.6 12 

97 
4174 

54 
86.3 10 

99 517 

98 確認なし 236 - - 

100 174 173 0.8 75 

101 154 105 32.1 34 

102 1802 417 76.8 14 

103 658 357 45.7 23 

104 1641 621 62.2 21 

105 1901 1625 14.5 50 

106 1745 1308 25.0 39 

107 2394 726 69.7 18 

108 7337 4565 37.8 30 

109 1977 1415 28.4 37 

110 4692 4609 1.8 73 
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表 2.1(3) 湖沼の開放水面面積の変化状況 

2005 年 

湖沼＃No. 

開放水面面積(㎡) 開放水面面積

減少率 

(%) 

開放水面面積 

減少率順位 
1947 年 9 月,10 月 2005 年 7 月 

111 3623 2248 38.0 29 

112 10281 7065 31.3 35 

113 10165 8267 18.7 45 

114 確認なし 226 - - 

115 確認なし 141 - - 

116 16494 5262 68.1 19 

117 4301 3071 28.6 36 

118 3937 2150 45.4 24 

119 
17351 

1697 
86.6 9 

123 626 

120 2456 2299 6.4 61 

121 
26322 

18092 
21.2 42 

122 2650 

124 3929 4002 減少なし - 

125 98042 95696 2.4 69 

126 290 166 42.7 25 

127 3119 1874 39.9 27 

128 4512 1118 75.2 16 

129 4187 4235 減少なし - 

130 297 67 77.6 13 

131 9778 10689 減少なし - 

132 555 129 76.8 14 

133 確認なし 104 - - 

134 確認なし 76 - - 

1001 120 326 減少なし - 

1002 

83066 

49540 

33.5 32 1004 662 

1006 5031 

1003 確認なし 340 - - 

1007 90277 84626 6.3 62 

- 3334 0 100 1 

- 170 0 100 1 

- 213 0 100 1 

- 3377 0 100 1 

- 111 0 100 1 

- 68 0 100 1 

- 340 0 100 1 

- 4480 0 100 1 

注 1)2005 年湖沼＃No.欄の「-」は、1949 年の空中写真では確認されたものの、2005 年に

は確認されなかった（消失した）ため、No.がないことを表す。 

注 2)1947 年の開放水面面積欄の「確認なし」は、1947 年の空中写真では確認できなかった

ことを表す。 

注 3)1947 年から 2005 年までに 1 つの湖沼が複数の湖沼に分裂したと考えられる場合は、

2005 年の分裂湖沼の開放水面面積の総和を基に、開放水面面積減少率を算出した。 
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 2-3  堆雪柵の設置による涵養量の増加状況 

模擬的な第ⅡB砂丘林帯として堆雪柵を試験的に設置した湖沼＃119周辺における2010年の

積雪深の状況は、図 2.2に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2 湖沼＃119 周辺における積雪深の状況 

 

1月14日 1月26日 2月12日
1 491 640 900
2 488 190 610
3 444 680 1130
4 600 340 860
5 669 410 560
6 516 240 70
7-1 267 490 650
7-2 405 335 750
8 706 710 670
9-1 353 30 660
9-2 319 280 600
10 455 520 1170
11 403 43 1010
12 389 300 890
13 405 300 670

14 673 400 780
15 820 450 900
16 569 430 680
17 590 540 960
18 598 370 340
19 803 505 880 計測地点↑
20 677 500 870 ※各列（例：No10とNo11の間）は、5mおきに計測した
21 568 350 800 ※各行（例：No24とNo10の間）は、10m程度の幅
22 419 350 910 ※柵の幅(延長)は42m
23 430 510 1250
24 463 635 730
25 467 525 640
26 405 390 710
27 402 340 670
28 445 370 760
29 684 540 810
30 698 380 630
31 754 570 980

計測地点№
積雪深(mm)

湖沼＃119 

南側 中間 北側 

湖沼＃119 の堆雪柵と積雪深計測地点の模式図 

 

※堆雪柵の湖沼側の計測地点 No.9-1、9-2 は柵から 1m

の地点、No.24、10、25 は柵から 5m の地点とし、そ

れ以後の各行(例：No.24 と 23 の間)は 5m 毎の計測と

した。 

※堆雪柵の湖沼側の計測地点の各列(例：No.24 と 10 の

間は、10m 毎の計測とした。 
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2010 年 2 月 14 日に計測された積雪密度 0.28g/㎤と、2010 年 2 月 12 日に計測された堆雪柵

の湖沼側の積雪深を基に堆雪柵の湖沼側の積雪水量を算出すると、表 2.2に示すとおり、北側

は 9.12 ㎥/ｍ、中間は 10.27 ㎥/ｍ、南側は 9.2㎥/ｍとなる。 

2010 年 2 月 12 日の堆雪柵の海側の平地の積雪深を、農地上の計測地点である No.2 の 61cm

から約 60cm とし、同様に積雪水量を算出すると、平地の積雪水量は 7.14㎥/ｍとなる。 

平地の積雪水量から北側、中間、南側の積雪水量を差し引くと、堆雪柵による涵養量の増加

分は、それぞれ 1.98 ㎥/ｍ、3.13㎥/ｍ、1.88 ㎥/ｍとなり、平均値は 2.33㎥/ｍとなる。 

堆雪柵の延長は約 42ｍであるため、堆雪柵による涵養量の増加分は、42ｍ×2.33 ㎥/ｍ＝

97.86 ㎥となり、これが2005 年の空中写真で判読された湖沼＃119 の開放水面面積 1,697 ㎡上

に溜まったとすると、約 5.8cm 分の水が溜まったと考えられる。 

 

表 2.2 

堆雪柵からの

距離 
区分幅 

北側 中間 南側 

積雪深 積雪水量 積雪深 積雪水量 積雪深 積雪水量 

1m 3.0m 66cm 0.55m3 66cm 0.55m3 66cm 0.55m3 

5m 4.5m 64cm 0.81m3 117cm 1.47m3 73cm 0.92m3 

10m 5.0m 71cm 0.99m3 101cm 1.41m3 125cm 1.75m3 

15m 5.0m 67cm 0.94m3 89cm 1.25m3 91cm 1.27m3 

20m 5.0m 76cm 1.06m3 67cm 0.94m3 80cm 1.12m3 

25m 5.0m 81cm 1.13m3 78cm 1.09m3 87cm 1.22m3 

30m 5.0m 63cm 0.88m3 90cm 1.26m3 88cm 1.23m3 

35m 5.0m 98cm 1.37m3 68cm 0.95m3 34cm 0.48m3 

40m 5.0m 98cm 1.37m3 96cm 1.34m3 34cm 0.48m3 

積雪水量（単位幅あたり） 9.12m3/m 10.27m3/m 9.02m3/m 

注 1)堆雪柵の北側及び南側の 1m 地点は計測値がないため、中間の 9-2 地点の計測値を用いた。 

注 2)堆雪柵の北側及び南側の 40m 地点は計測値がないため、それぞれ 35m 地点(No.31、18)の計測値を用いた。 
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 2-4  湖沼の水質の状況 

第ⅡB砂丘林帯が残存する湖沼（＃60 及び＃67）と第ⅡB砂丘林帯の一部が消失し農地に隣

接している湖沼（＃112 及び＃119）における 2007～2010 年の水質の状況は、表 2.3に示すと

おりである。 

 

表 2.3(1) 湖沼の水質の状況 

年 2007 2008 

湖沼 ＃60 ＃67 ＃112 ＃119 ＃60 ＃67 

試料採取月日 9 月 15 日 8 月 27 日 

時刻 10:30 12:00 14:20 13:40 14:50 16:00 

水素イオン濃度  (-) 5.5 6.8 6.4 6.8 5.4 6.1 

電気伝導率 (ms/m) 6.3 19 27 27 9.7 24 

濁度 (度) 4 15 71 57 6 7 

浮遊物質量 (mg/l) 4 48 81 320 11 27 

TOC  (mg/l) 7.2 12 41 13 11 13 

DOC (mg/l) 6.5 10 22 13 8.8 10 

全窒素 (mg/l) 0.56 3.97 7.81 14.9 1.04 1.59 

溶存態窒素 (mg/l) 0.47 1.02 1.99 2.05 0.78 0.72 

硝酸態窒素 (mg/l) 0.001 0.003 0.007 0.001 0.014 0.012 

亜硝酸態窒素 (mg/l) 0.019 0.193 0.1 0.119 0.001 0.002 

ｱﾝﾓﾆｱ態窒素 (mg/l) 0.05 未満 0.21 0.05 未満 0.75 0.13 0.05 

全燐 (mg/l) 0.04 0.38 1.19 0.92 0.10 0.12 

溶存態燐 (mg/l) 0.02 0.34 0.05 0.1 0.03 0.03 

リン酸態リン (mg/l) 0.01 0.01 0.04 0.03 0.01 未満 0.01 未満 

クロロフィルａ (ug/l) 4.21 37.88 692.12 204.57 11.9  6.5  

フェオフィチン (ug/l) - - - - 32.9  23.3  

ナトリウム (mg/l) 8.8 28 43 32 16 54 

カリウム (mg/l) 0.46 3.1 5.3 9.9 9.6 6.0 

カルシウム (mg/l) 0.84 2.1 1.8 4.5 3.4 2.7 

マグネシウム (mg/l) 0.99 3.7 3.1 6.8 2.7 4.6 

塩化物イオン (mg/l) 16.8 52.6 49.6 49.4 20.2 63.9 

硫酸イオン (mg/l) 1.5 1.2 4.6 2.7 2.3 1.1 

アルカリ度 (meq/l) 0.08 0.42 0.37 1.3 0.09  0.18  

鉄 (mg/l) 0.07 5.5 5.3 32 0.18 1.9 

溶存態鉄 (mg/l) 0.05 0.38 0.07 0.26 0.07 0.57 

注）2008 年の#112 及び#119 は、調査時に干上がっており、採水できなかった。 
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表 2.3(2) 湖沼の水質の状況 

年 2009 2010 

湖沼 ＃60 ＃67 ＃119 ＃60 ＃67 ＃112 ＃119 

試料採取月日 11 月 13 日 11月27日 11 月 9 日 

時刻 9:30 10:20 13:50 11:20 12:20 14:15 10:15 

水素イオン濃度  (-) 5.9 6.5 4.8 5.3 6.5 6.1 3.8 

電気伝導率 (ms/m) 9 20 25 8 21 26 30 

濁度 (度) 1 未満 2 32 1 2.4 3.2 6.2 

浮遊物質量 (mg/l) 5 6 62 3 4 7 6 

TOC  (mg/l) 4.9 6.0 22 5.8 8.8 5.9 1.9 

DOC (mg/l) 4.5 5.7 8.1 5.4 8.2 5.2 1.3 

全窒素 (mg/l) 0.47 0.62 6.9 0.53 0.68 0.56 1.28 

溶存態窒素 (mg/l) 0.33 0.43 6.0 0.38 0.47 0.37 1.01 

硝酸態窒素 (mg/l) 0.01 未満 0.01 未満 0.21 0.01 0.01 未満 0.01 0.03 

亜硝酸態窒素 (mg/l) 0.001 未満 0.001 未満 0.003 0.001 未満 0.001 未満 0.002 0.001 未満 

ｱﾝﾓﾆｱ態窒素 (mg/l) 0.01 未満 0.01 5.2 0.02 0.01 未満 0.01 未満 0.85 

全燐 (mg/l) 0.059 0.035 0.331 0.022 0.048 0.194 0.051 

溶存態燐 (mg/l) 0.012 0.019 0.019 0.005 0.015 0.019 0.003 

リン酸態リン (mg/l) 0.001 未満 0.002 0.006 0.002 0.007 0.016 0.001 未満 

クロロフィルａ (ug/l) 1.9 3.4 10 0.7 5.2 2.2 8.4 

フェオフィチン (ug/l) 4 9.3 220 9 8.8 9.7 16.8 

ナトリウム (mg/l) 11 33 23 10 29 39 32 

カリウム (mg/l) 0.7 3.1 11 0.9 3.6 3.4 5.5 

カルシウム (mg/l) 0.8 2.2 3.8 1 2.2 2.5 4.1 

マグネシウム (mg/l) 1.3 4.0 2.7 1.4 4.5 4.4 4.1 

塩化物イオン (mg/l) 18.6 59.0 42.0 18.7 51.4 63 68.5 

硫酸イオン (mg/l) 2.0 9.7 46 2.1 3.8 9.9 18.5 

アルカリ度 (meq/l) 0.088 0.209 0.04 0.042 0.277 0.293 - 

鉄 (mg/l) 0.13 0.45 2.3 0.19 0.75 2.05 1.86 

溶存態鉄 (mg/l) 0.1 0.2 0.12 0.14 0.36 0.12 0.43 

注）2009 年の湖沼#112 は、調査時に干上がっており、採水できなかった。 
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第3章  動植物 

 3-1  湖沼及び砂丘林の植物の状況 

第ⅡB砂丘林帯が残存する湖沼（＃51 及び＃67）と第ⅡB砂丘林帯が消失し農地に隣接して

いる湖沼（＃112 及び＃119）において、2007 年に植物の生育状況を調査したところ、砂丘林と

開放水面の間には、主にトウヌマゼリ、フトイ、ネムロコウホネ、ヨシ、ツルスゲ、ササ類等

の植生がみられた。これらの植生内には、エゾノミズタデ、ネムロコウホネ、マツモ、エゾナ

ミキソウ、タヌキモ、カキツバタ、ハイドジョウツナギ、ヒメカイウといった環境省レッドリ

スト（2007）や北海道レッドデータブック（2001）に指定されている希少な植物の生育が確認

された。また、2008～2010 年の調査では、農地に隣接している湖沼（＃112 及び＃119）の開放

水面が減少している湖岸部において、外来生物であるアメリカオニアザミの侵入がみられた。 

対象区域内の砂丘林（湖沼＃51、＃60、＃64、＃85、＃112、＃113、＃119 の周辺の砂丘林）

において、2008～2009 年に樹木の状況を調査したところ、表 3.1に示すとおり、立木密度は

1,200～5,560 本/ha であった。また、多くの調査地において、エゾシカによる樹皮剥ぎ（写真

3.1）や角研ぎが確認された。 

 

表 3.1 砂丘林の立木密度とエゾシカによる被害の状況 

調査地 立木本数 
立木密度 

(本/ha) 

エゾシカによる被害 

樹皮剥ぎ 

本数 

樹皮剥ぎ 

割合(%) 
角研ぎ本数 

角研ぎ割合 

(%) 

湖沼＃51 88 3,520 3 3.4 4 4.5 

湖沼＃60 66 2,640 3 4.5 10 15.2 

湖沼＃64 39 1,560 0 0 0 0 

湖沼＃85 100 4,000 4 4.0 4 4.0 

湖沼＃112 72 2,880 2 2.8 2 2.8 

湖沼＃113 30 1,200 3 10.0 0 0 

湖沼＃119 139 5,560 2 1.4 3 2.2 
調査区面積は 250 ㎡(5m×50m)、調査対象とした立木は DBH1cm 以上である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3.1 エゾシカによる樹皮剥ぎの状況 
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 3-2  砂丘林の動物の状況 

対象区域内の砂丘林内において、2008～2011 年に哺乳類、鳥類、昆虫類（歩行性甲虫類）の

生息状況を調査したところ、表 3.2～4 に示すとおり、哺乳類では 8 科 12 種、鳥類では 30 科

68 種、歩行性甲虫類では 8 科 17 種の生息が確認された。このうち、哺乳類のエゾシマリス、

エゾクロテン、鳥類のウミウ、オシドリ、ミコアイサ、オジロワシ、オオワシ、オオタカ、ハ

イタカ、ハイイロチュウヒ、チュウヒ、ウミネコ、ヨタカは環境省レッドリスト（2006、2007）

や北海道レッドデータブック（2001）に指定されている希少な動物種である。また、特定外来

生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律により特定外来生物に指定されているアラ

イグマ（写真 3.2）や、樹木への食害が確認されたエゾシカの生息も確認された。 

 

表 3.2 哺乳類確認種一覧 

No. 科   名 
種       名 

和   名 学    名 

1 ウサギ エゾユキウサギ Lepus timidus ainu 

2 リス エゾリス Sciurus vulgaris orientis 

3   エゾシマリス Tamias sibiricus lineatus 

4   エゾモモンガ Pteromys volans 

5 クマ エゾヒグマ Ursus arctos yesoensis 

6 アライグマ アライグマ Procyon lotor 

7 イヌ エゾタヌキ Nyctereutes procyonoides albus 

8   キタキツネ Vulpes vulpes schrencki 

9 イタチ エゾクロテン Martes zibellina brachyura 

10   キタイイズナ Mustela nivalis nivalis 

11 ネコ ノネコ Felis catus 

12 シカ エゾシカ Cervus nippon yesoensis 

 

 

写真 3.2 自動撮影カメラにより撮影されたアライグマ 
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表 3.3(1) 鳥類確認種一覧 

No. 科   名 
種       名 

和   名 学    名 

1 カイツブリ カイツブリ Tachybaptus ruficollis 

2   アカエリカイツブリ Podiceps grisegena 

3 ウ ウミウ Phalacrocorax capillatus 

4 サギ アオサギ Ardea cinerea 

5 カモ オシドリ Aix galericulata 

6   マガモ Anas platyrhynchos 

7   コガモ Anas crecca 

8   キンクロハジロ Aythya fuligula 

9   スズガモ Aythya marila 

10   ミコアイサ Mergus albellus 

11 タカ トビ Milvus migrans 

12   オジロワシ Haliaeetus albicilla 

13   オオワシ Haliaeetus pelagicus 

14   オオタカ Accipiter gentilis 

15   ハイタカ Accipiter nisus 

16   ノスリ Buteo buteo 

17   ハイイロチュウヒ Circus cyaneus 

18   チュウヒ Circus spilonotus 

19 シギ トウネン Calidris ruficollis 

20   イソシギ Actitis hypoleucos 

21   タシギ Gallinago gallinago 

22 ヒレアシシギ アカエリヒレアシシギ Phalaropus lobatus 

23 カモメ オオセグロカモメ Larus schistisagus 

24   ウミネコ Larus crassirostris 

25 ハト キジバト Streptopelia orientalis 

26   アオバト Sphenurus sieboldii 

27 カッコウ カッコウ Cuculus canorus 

28   ツツドリ Cuculus saturatus 

29 ヨタカ ヨタカ Caprimulgus indicus 

30 アマツバメ ハリオアマツバメ Hirundapus caudacutus 

31   アマツバメ Apus pacificus 

32 キツツキ アカゲラ Dendrocopos major 

33 ヒバリ ヒバリ Alauda arvensis 

34 ツバメ ショウドウツバメ Riparia riparia 

35   ツバメ Hirundo rustica 

36 セキレイ ハクセキレイ Motacilla alba 

37 ヒヨドリ ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis 

38 モズ モズ Lanius bucephalus 

39 ツグミ コマドリ Erithacus akahige 

40   ノゴマ Luscinia calliope 
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表 3.3(2) 鳥類確認種目録 

No. 科   名 
種       名 

和   名 学    名 

41 ツグミ コルリ Luscinia cyane 

42   ノビタキ Saxicola torquata 

43   アカハラ Turdus chrysolaus 

44 ウグイス ヤブサメ Urosphena squameiceps 

45   ウグイス Cettia diphone 

46   エゾセンニュウ Locustella fasciolata 

47   シマセンニュウ Locustella ochotensis 

48   コヨシキリ Acrocephalus bistrigiceps 

49   エゾムシクイ Phylloscopus borealoides 

50   センダイムシクイ Phylloscopus coronatus 

51 ウグイス キクイタダキ Regulus regulus 

52 ヒタキ キビタキ Ficedula narcissina 

53   コサメビタキ Muscicapa dauurica 

54 シジュウカラ ハシブトガラ Parus palustris 

55   ヒガラ Parus ater 

56   シジュウカラ Parus major 

57 ゴジュウカラ ゴジュウカラ Sitta europaea 

58 キバシリ キバシリ Certhia familiaris 

59 ホオジロ ホオアカ Emberiza fucata 

60   アオジ Emberiza spodocephala 

61 アトリ カワラヒワ Carduelis sinica 

62   シメ Coccothraustes coccothraustes 

63 ハタオリドリ ニュウナイスズメ Passer rutilans 

64 ムクドリ コムクドリ Sturnus philippensis 

65   ムクドリ Sturnus cineraceus 

66 カラス カケス Garrulus glandarius 

67   ハシボソガラス Corvus corone 

68   ハシブトガラス Corvus macrorhynchos 
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表 3.4 昆虫類（歩行性甲虫類）確認種一覧 

No. 科   名 
種       名 

和   名 学    名 

1 オサムシ セダカオサムシ Cychrus morawitzi Gehin 

2   ヒメクロオサムシ Leptocarabus opaculus opaculus (Putzeys) 

3   アイヌキンオサムシ Procrustes kolbei aino (Rost) 

4   ヒメホソナガゴミムシ Pterostichus rotundangulus Morawitz 

5   ツンベルグナガゴミムシ Pterostichus thunbergi Morawitz 

6   クロツヤヒラタゴミムシ Synuchus cycloderus (Bates) 

7   コクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus melantho (Bates) 

8 ゲンゴロウ オオシマゲンゴロウ Hydaticus aruspex Clark 

9 チビシデムシ チビシデムシ科の一種 Catopidae sp. 

10 シデムシ ヒメクロシデムシ Nicrophorus tenuipes Lewis 

11   ツノグロモンシデムシ Nicrophorus vespilloides (Herbst) 

12   ヒラタシデムシ Silpha paerforata venatoria Harold 

13 ハネカクシ Aleochara 属の一種 Aleochara sp. 

14   ニセセミゾハネカクシ Drusilla ainu Nakane 

15 センチコガネ センチコガネ Geotrupes laevistriatus Motschulsky 

16 コメツキムシ ミヤマコガネヒラタコメツキ Selatosomus impressus (Fabricius) 

17 
テントウムシ

ダマシ 
ベニバネテントウダマシ Mycetina rufipennis (Motshulsky) 
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第4章  その他 

 4-1   調査地として５湖沼（＃51,＃60,＃67,＃112,＃119）の選定理由 

① 全体として、アクセスが良い場所であること。 

    ②  湖沼＃51 ：海側の砂丘林が保全されているその背後の湖沼で比較対照として。 

    ③  湖沼＃60 ：周辺部の森林と湖沼の状況が良く保全されており、コントロールとして。 

    ④  湖沼＃67 ：＃51と同様の理由による。 

⑤  湖沼＃112：農地に隣接し、開放水面面積減少率が高いと推測される場所で、人為的な影

響や外来種の侵入が懸念される湖沼として。 

 ⑥  湖沼＃119：＃112と同様の理由による。 

 

 


